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研究要旨 
緩和的放射線治療はがん疼痛をはじめとする各種症状の緩和に有効であるが、がん患者
への緩和的放射線治療の提供は未だ不十分である。本分担研究では今までに緩和的放射
線治療の実態と普及の障壁を全国調査から明らかにし、普及の障壁について要因を分析
するとともに、わが国の緩和的放射線治療の質の評価を実施してきた。昨年度からJASTR
O緩和的放射線治療委員会、厚労科研里見班と共同で緩和的放射線治療普及のための好事
例集を作成した。がん診療拠点病院や自治体、郡市医師会等に配布し、緩和的放射線治
療の普及を促進するとともに、好事例集を元にした緩和的放射線治療普及の地域のニー
ズに沿った地域連携モデルを作成し、緩和的放射線治療の普及の障壁となっている諸因
子を掘り下げて抽出し提言としてまとめ、緩和的放射線治療普及の社会実装を図ってい
く。 

 
 
A. 研究目的 
昨年度までに緩和的放射線治療特有の問題を含めた
院内・地域連携の実態と普及における障壁に関する
全国調査を実施し課題を分析した結果、多くの施設
で緩和的放射線治療の普及を強化したいという意見
であったが、教育啓蒙や院内・院外連携がまだ不十
分という回答が多く見られた。また単回照射の普及
が十分とは言えない結果であった。緩和照射の教育
啓蒙を行うと同時に各施設・地域における個別の課
題が存在するので、緩和的放射線治療の院内・院外
連携が上手に行えている先行施設の具体的な好事例
を集積して、分かりやすい形でまとめた好事例集を
作成し、全国に送付・周知することで、個別の障壁
やニーズに合った緩和的放射線治療の普及戦略を構
築していく試みを推進する。その上で地域のニーズ
に即した緩和的放射線治療の地域連携モデルを構築
し、緩和的放射線治療普及の実装を図る。 
 
B. 研究方法 
１）本研究班研究協力者に加え、日本放射線腫瘍学
会(JASTRO)緩和的放射線治療委員会、厚労科研里見
班分担研究と共同で、緩和的放射線治療普及に関す
る好事例集を作成する。好事例集作成のフォーマッ
トを定め、30余名の全国各地の放射線治療医に好事
例の作成を依頼し、院内連携、院外地域連携、教育・
啓蒙などのカテゴリー別に種分け整理を行い、好事
例集を作成し、学会での周知・学会等ホームページ
に公開し、全国のがん診療連携図る。 
２）今年度から次年度にかけて緩和的放射線治療普
及の障壁・課題について深堀する全国アンケート調
査を実施し、具体的な課題を抽出し、それに対する
対応策の立案と提言を行う。 
 

（倫理面への配慮） 
本研究に関係するすべての研究者は、ヘルシンキ宣
言および「人を対象とする生命科学・医学系研究に
関する倫理指針」に従って本研究を実施した。 
 
C. 研究結果 
１）緩和的放射線治療好事例集はⅠ 院内連携、Ⅱ 
院外連携、Ⅲ 教育・啓蒙の３つのカテゴリーから構
成され、Ⅰ 院内連携はA 骨転移診療チーム、B 緩和
ケアチーム、C 画像診断部門、D 多職種・その他（主
治医、医療連携部門、整形外科、腫瘍内科、診療放射
線技師など）の小項目で構成され、好事例は13事例
からなる。Ⅱ 院外連携はA 地域医療機関、B 外勤先
の活用の小項目からの6事例からなる。Ⅲ 教育・啓
蒙はA 地域医療機関、B学生・研修医、C 多職種・非
医療者の小項目で構成され、8事例から成る。Ⅰ、Ⅱ、
Ⅲ併せて計27の具体的かつ実際に行われ成功してい
る好事例から成る好事例集となっている。いずれの
好事例も緩和的放射線治療の活用が独自の工夫によ
り進んでいる先行施設からの事例で、地域・病院の
特性に沿ったとても具体的な内容が含まれている。
資料の使い方も解説しており、また緩和照射に馴染
みのない方用に緩和照射の適応についても説明を掲
載している。この緩和的放射線治療好事例集はJAST
ROホームページに電子版として公開したので、全国
の多くの施設でぜひ活用してもらいたい。併せて案
内リーフレットを作成したので、全国がん診療連携
拠点病院、全国自治体、郡市医師会宛に送付案内す
る予定である。 
２）緩和的放射線治療の院内・地域連携におけるよ
り具体的な障壁・課題を抽出するために、全国アン
ケート調査を準備している。 
・緩和照射を積極的に増やしたい病院での課題抽出 
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・緩和照射まで手が回らない病院での課題抽出 

・単回照射に抵抗がある施設での課題抽出 

・単回照射に抵抗がない施設での課題抽出 

の 4 項目でアンケート調査内容を立案中であり、来

年度半ばには調査を実施する。具体的な課題を抽出

し、それに対する提言を行うことを計画している。 

 
D. 考察 
緩和的放射線治療普及における種々の障壁を各施設

が克服するために、昨年度から進めていた参考とな

る具体的な事例から成る緩和的放射線治療好事例集

の作成を里見班と共同で完成させた。今後全国のが

ん診療拠点病院をはじめとする医療機関や自治体に

周知し、活用を促すことで、緩和的放射線治療普及の

社会実装化を促していく。緩和照射の教育啓発に関

してはJASTRO緩和的放射線治療委員会で緩和照射の

診療ガイドラインを作成中であるので（2026年6月完

成予定）、本好事例集とガイドラインを周知し、必

要としている患者に緩和照射を届ける活動を実施し

て行く。今年度から次年度に関しては緩和照射普及

の障壁をさらに深堀し具体的な課題を抽出すること

で、より実現性の高い提言を作成していきたい。 

 
E. 結論 
全国の緩和照射連携がうまく機能している先行施設

を中心に、緩和照射普及のための緩和的放射線治療

好事例集を作成した。先行施設の緩和的放射線治療

に関する連携・教育啓発事例を活かし、全国施設に送

付周知することで院内・地域連携の社会実装を進め

て行く必要がある。またより具体的な障壁を抽出し

提言を行うことで、緩和照射連携の普及を促進させ

る。 
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